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カサーレ ウエストゲートシティ〈特別賞〉97　R  5
ベイシティ大阪〈特別賞〉98　R  5
Brillia Tower 堂島99　R  6
カーサ・リベラ ー彫刻のある家100　R  6
梅田シティビラアクトⅢ〈特別賞〉101　R  6
LIB MARK minamihorie102　R  7
しきの音　伶人〈特別賞〉103　R  7
リブウッド大阪城〈特別賞〉104　R  7
スペースブロック上新庄〈特別賞〉105　R  7
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表彰目的
　昭和62年度から始まった大阪市ハウジングデザイン賞は、大阪市内で供給された魅力ある良質な都市型集合住宅を表彰し、その優れた面を明ら
かにすることにより、良質な都市型集合住宅の供給を促進するとともに、広く市民の方々や住宅供給に携わる人々の住宅に対する関心を高めてい
ただくことを目的にしています。

（選考有識者会議座長・髙田　光雄）

総評
　今回で第38回を迎える大阪市ハウジングデザイン賞の募集に対して、358件の応募をいただいた。前回までと同様に、新築分譲住宅の応募が
多数を占める一方で、賃貸住宅の改修事例や既存住宅の維持管理などの応募も垣間見られた。そのなかで、小規模ながら住まいやまちに継続的に
関わる人々の活動が読み取れる応募が生まれていることは大きな時代の変化を感じ取ることができるが、審査や選考は一層難しくなってきている
ことも事実である。
　選考有識者会議では、書類審査、現地審査を経て、上記の状況もふまえて、多面的な視点からメンバー相互の議論を重ねてきた。その結果、今回
は、総合的な観点から評価される住宅に贈られるハウジングデザイン賞１件、特定の分野において評価されるハウジングデザイン賞特別賞３件を選
定した。
　ハウジングデザイン賞に選定された「LIB MARK minamihorie」は、西区で約20年前に建設された賃貸集合住宅の改修事例である。地域ニ
ーズに合わせた２戸１化などの改善を入居者の協力も得ながら丁寧に実施している点が評価された。
　ハウジングデザイン賞特別賞に選定された「しきの音 伶人」は、天王寺区に建つ新築コーポラティブ住宅である。大阪市都心の住まいづくり運動
「都住創」の遺伝子を継承しつつ、多くの困難を乗り越えて実現を達成した過程とその成果が評価された。
　同じく特別賞に選定された「リブウッド大阪城」は、都島区に建つ新築事務所併存賃貸住宅である。自社ビルの建て替えに当たって、３階までを鉄
骨造、４階～８階を木造とする混構造を実現、集合住宅における中高層木造の可能性を探究した意義が評価された。
　同じく特別賞に選定された「スペースブロック上新庄」は、東淀川区に建つ既存賃貸住宅である。築27年の個性的なデザインの集合住宅ではあ
るが、建物に強い愛着を持ち丁寧な維持管理を続ける所有者と、独特の居住空間をうまく住みこなす居住者によって現代の都市住宅として健全に
維持されている点が評価された。

対象
　大阪市内に建つ民間の「共同住宅」「長屋」「戸建住宅の集合」で、概ね過去５年以内に完成した新築及び改造等の魅力ある良質な住宅や、完成
後20年を経過した維持管理が適切に行われ、住宅や住環境が良好に保たれている住宅を対象にしています。また、団地の全体計画等に優れたも
のについては、団地全体が完成した時点で全体を審査対象とすることができます。 ※推薦方法・審査・賞の種類・表彰については、ホームページをご確認ください。

選考有識者会議
［座　　長］
［座長代理］

髙田　光雄
江川　直樹

（京都美術工芸大学副学長・京都大学名誉教授）
（関西大学名誉教授）

［メンバー］ 大谷　由紀子
中嶋　節子
難波　里美

（摂南大学教授）
（京都大学大学院教授）
（株式会社難波不動産鑑定取締役）


